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ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
は
？

学
校
週
５
日
制
の
導
入
で
土
曜
日
が
休
み
に
な

り
、児
童
た
ち
が
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
活
動
す

る
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
て
、こ
の
ク
ラ

ブ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら

と
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
の
お
陰
で
ハ
イ
キ
ン

グ
、野
洲
川
で
の
鮎
つ
か
み
、親
子
ケ
ー
キ
作
り
、エ
ン

ジ
ョ
イ
英
語
な
ど
運
動
の
他
に
も
様
々
な
活
動
を
月

２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
児
童
に
体
験
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

活
動
で
は
、自

分
の
親
以
外
の
大

人
、地
域
の
方
と

接
す
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。子

ど
も
た
ち
に
は
、地
域
の
大
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、一
緒

に
学
び
楽
し
む
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
で
、地
域
と
の

つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。ま
た
、様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、自
分
の
や
り
た

い
事
を
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

15
年
間
も
活
動
を
継
続
で
き
た
秘
訣
は
？

慕
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
チ
ャ
マ
キ
さ

ん
」
「
た
ら
こ
さ
ん
」
と
愛
称
で
呼
ば
れ
、一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
15
年
が
経
ち
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、「
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
一
番
。主
役
は
常
に
子
ど

も
た
ち
」
を
大
切
に
、地
域

や
学
校
関
係
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
継
続
し
て
い
き

た
い
で
す
。

地域と子ども
がつながる
機 会 を

今回は、大野学区の小学校3年生から
6年生までを対象に、スポーツや体験
活動を行う「大野のこのこクラブ」の指
導者として活動している、奥村政明さ
んと市井タエコさんにお話を伺いまし
た。大野のこのこクラブは、今年で１６
年目を迎え、2人は1年目から活動を
支えておられます。

I N T E R V I E W

市
い ち い

井 タエコ（たらこ）さん（左）

奥
お く む ら

村 政
ま さ あ き

明（チャマキ）さん（右）

▲ケーキづくりでデコ
　レーションする児童▲木工教室で児童に教える奥村さん

　今年で12回目となる信楽窯元散策路「ぶらり窯元

めぐり」が、4月7日から9日にかけて開催されました。

　来場者は、趣のある佇
たたず

まいが多く残る散策路内を

歩いて窯元を巡ります。今年は、最多の22の窯元が

会場となり、普段入ることができない工房内での作

陶実演や体験などが楽しめました。

　長野商店街では、初の試みとして「商店街ぶらり市」

が開催され、手打ちそばや朝宮茶など飲食も楽しみ

ながら、一日中

のんびりと過

ごせる窯元散策

路を演出してい

ました。

「咲くや鮎河さくらまつり」が4月15、16日に土山町

鮎河のうぐい川周辺で開催されました。

毎年県内外から多くの人が、雄大な鈴鹿山系を背景

に川の両岸に連なる桜並木を楽しみに訪れます。今年

は、春先の冷え込みで開花が遅れ、一週間延期されて

の開催でしたが、当日は、気温も20度を越え、満開の

桜が来場者を迎えていました。

会場では、地元産の鮎河菜を使ったおにぎりやパン

も販売され、訪れた人は思い思いに咲き誇る

桜を満喫してい

ました。

市指定の無形民族文化財「流
や ぶ さ め

鏑馬」の神事が4月2日、

甲賀町隠岐の椿神社一帯で行われました。

黒い狩
かり

衣
ぎぬ

を身に着けた「馬乗り人」と呼ばれる氏子

が、神社前の直線百㍍先に設置された2カ所の的を馬

上から矢で狙います。

今年は、同じ27歳の時に父も努めたという、堀
ほり い

井

大
だいすけ

輔さんが馬乗り人の大役に挑みました。

大勢が見守る中、緊張しながらも集中した面持ちで

放った矢は、最後の走

りで見事両方の的に命

中し、観衆からは歓声

と拍手が沸き起こりま

した。

　国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊として、水

口町在住の村
むらしま

島正
ま さ え

江さんが、3月から2年間の任期で

ソロモン諸島のセゲ地域診療所に派遣されています。

　村島さんは、県内の病院で看護師として勤務した経

験を生かし、現地では診療所の業務改善のほか、住民

健診や予防接種、小中学校での保健教育、マラリアな

どの感染症対策を行います。

　出発前の3月22日には、岩永市長を表敬訪問し、「看

護師として働いて

きた知識や経験を

世界の人々に伝え

たい」と抱負を述べ

ました。

看護師経験を生かし挑戦 最多22の窯元が会場

咲き誇る桜を眺めながら散策最後の走りで連続的中

〜青年海外協力隊・村島正江さん〜 〜信楽窯元散策路「ぶらり窯元めぐり」〜

〜咲くや鮎河さくらまつり〜〜椿神社・流鏑馬神事〜

ソロモン諸島での
抱負を述べる
村島さん（右）

緊張と集中した面持ちで
的を狙う堀井さん

鈴鹿山系の山々と
うぐい川の桜並木

窯元で
作陶体験する
来場者

▲

▲

▲▲

　明治期の亀山市関町では、関萬古の製造販売
が会社経営による新たな産業として起こりま
した。
　この展示では、昭和20年までには生産が終
了した関萬古とその産業にかかわった人々の
歴史を紹介します。
 6月11日（日）まで
 9時～17時（休館日:毎週火曜日）
　　　　亀山市歴史博物館企画展示室
 （亀山市若山町7-30）
　　　　JR亀山駅より徒歩20分
 名阪国道「亀山IC」より車で約10分
　　　　　　　無料
※常設展示の観覧には別途観覧料が必要です。

【問い合わせ】 亀山市歴史博物館
TEL.0595-83-3000

と き

ところ

アクセス

第28回企画展「関萬古」
～近代産業をめぐる人々～
第28回企画展「関萬古」
～近代産業をめぐる人々～

つつじ祭ウォーク

と　き
集合・受付

出　発
解　散

5月14日（日）
8時40分（JR柘植駅）
9時
11時30分頃（余野公園）

伊賀市

亀山市

【問い合わせ】 
伊賀市商工会
TEL.0595-45-2210
交通政策課
TEL.0595-22-9663
FAX.0595-22-9695

となりまち

伊賀市 い 甲賀市
 こ

亀山市 か

情報交流広場
い

こ
か

　「つつじ祭ウォーク」は、JR 関西本線の利用促進と
沿線の魅力を発信するためのウォークイベントです。
　コースは、JR柘植駅を出発し、都美恵神社・横光利一文学碑・柘植歴史
民俗資料館などを巡ったあと、関西随一を誇る15,000本の美しいつつ
じが咲く余野公園までを歩く約4㎞です。ゴールの余野公園では、「余野
公園つつじ祭」が開催されます。満開のつつじをぜひお楽しみください。

企画展観覧料

※小雨決行（つつじ祭が中止の場合は
　ウォークも中止します。）

大野のこのこクラブ
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